
301

訳
者
あ
と
が
き

　
　

　

ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー
は
詩
、
小
説
、
演
劇
、
評
論
、
旅
行
記
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
で
瞠

目
す
べ
き
作
品
を
残
し
、
政
治
家
と
し
て
も
活
躍
し
た
巨
大
な
作
家
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
国
内
、
お

よ
び
日
本
を
含
め
た
諸
外
国
に
お
い
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
作
家
の
な
か
で
ユ
ゴ
ー
の
知
名
度
は
群
を
抜

く
。
と
り
わ
け
代
表
作
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
は
原
作
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
基
に
し
た
映
画
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な
ど
が
何
度
も
制
作
さ
れ
、
繰
り
返
し
上
演
さ
れ
て
き
た
。
フ
ラ

ン
ス
の
場
合
、
国
民
的
作
家
と
い
う
言
葉
は
ま
さ
に
ユ
ゴ
ー
の
た
め
に
あ
る
よ
う
な
呼
称
で
あ
る
。

　

そ
の
こ
と
を
示
す
卑
近
な
例
を
ひ
と
つ
挙
げ
て
お
こ
う
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
町
の
通
り
や
広
場
に

人
名
が
付
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
ど
の
町
に
行
っ
て
も
目
に
す
る
の
が
「
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー

通
り
」
や
「
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー
広
場
」
で
あ
る
。
た
と
え
ば
パ
リ
で
は
、
あ
の
凱
旋
門
か
ら
ブ

ロ
ー
ニ
ュ
の
森
ま
で
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー
大
通
り
が
長
く
延
び
、
そ
の
途
中
に
は
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・

ユ
ゴ
ー
広
場
と
、
地
下
鉄
の
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー
駅
ま
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
第
二
の
都
市
リ
ヨ
ン
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で
は
、
町
の
中
心
部
の
二
つ
の
広
場
を
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー
通
り
が
南
北
に
結
ん
で
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
彼
の
作
品
と
思
想
を
高
く
評
価
す
る
ひ
と
が
い
る
一
方
で
、
彼
を
好
ま
な
い
者
も
い
る
。

ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ド
が
「
フ
ラ
ン
ス
で
最
も
偉
大
な
作
家
は
？
」
と
尋
ね
ら
れ
て
、「
残
念
な
が
ら

0

0

0

0

0

、

ユ
ゴ
ー
で
し
ょ
う
…
…
」
と
答
え
た
と
い
う
の
は
有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
確
か
な
の
は
、
好

む
と
好
ま
ざ
る
と
に
拘か
か

わ
ら
ず
、
ユ
ゴ
ー
を
無
視
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ
け
十
九

世
紀
の
文
学
、
文
化
、
社
会
を
考
察
す
る
と
き
、
彼
は
文
字
ど
お
り
避
け
て
通
れ
な
い
文
学
者
で
あ

り
、
知
識
人
な
の
だ
。

　

本
書
『
死
刑
囚
最
後
の
日
』
は
ひ
と
り
の
死
刑
囚
の
告
白
と
い
う
形
を
借
り
て
、
死
刑
と
刑
罰
制

度
そ
の
も
の
を
根
源
か
ら
問
い
直
す
よ
う
迫
る
問
題
作
で
あ
る
。
罪
と
罰
の
テ
ー
マ
は
、
ユ
ゴ
ー
の

長
い
文
学
経
歴
に
通
底
し
、
多
様
な
形
で
執
拗
に
浮
上
し
て
く
る
。
ユ
ゴ
ー
以
降
も
、
犯
罪
や
、
監

獄
や
、
死
刑
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
含
む
作
品
が
他
の
作
家
た
ち
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
。
最
後
に
そ
の
点

に
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

　
　

　

フ
ラ
ン
ス
十
九
世
紀
前
半
の
ロ
マ
ン
主
義
時
代
に
書
か
れ
た
文
学
作
品
で
は
、
犯
罪
者
や
監
獄
が

し
ば
し
ば
描
か
れ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
ゴ
シ
ッ
ク
小
説
の
影
響
を
受
け
た
「
暗
黒
小
説
」
で
は
、
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山
賊
や
海
賊
が
登
場
し
て
悪
事
に
手
を
染
め
る
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
の
『
赤
と
黒
』
の
主
人
公
ジ
ュ
リ

ア
ン
は
、
か
つ
て
の
恋
人
レ
ナ
ー
ル
夫
人
を
狙
撃
し
た
せ
い
で
死
刑
に
な
る
し
、『
パ
ル
ム
の
僧

院
』（
一
八
三
九
）
の
フ
ァ
ブ
リ
ス
も
ま
た
殺
人
を
犯
し
、
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
の
塔
に
幽
閉
さ
れ
る
。

た
だ
し
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
文
学
に
お
い
て
、
監
獄
は
『
死
刑
囚
最
後
の
日
』
で
描
か
れ
る
よ
う
な
疎
外

と
恐
怖
の
空
間
で
は
な
く
、
む
し
ろ
解
放
感
を
味
わ
う
場
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
ジ
ュ
リ
ア
ン
に

し
ろ
、
フ
ァ
ブ
リ
ス
に
し
ろ
単
な
る
犯
罪
者
で
は
な
く
、
情
念
と
活
力
と
知
性
の
人
間
で
あ
る
。

　

バ
ル
ザ
ッ
ク
の
『
ゴ
リ
オ
爺
さ
ん
』、『
娼
婦
盛
衰
記
』、
そ
し
て
『
幻
滅
』（
一
八
三
七
〜
四
三
）

に
登
場
す
る
謎
め
い
た
ヴ
ォ
ー
ト
ラ
ン
は
、
パ
リ
の
闇
社
会
の
帝
王
と
し
て
隠
然
た
る
権
威
を
有
し

て
い
る
し
、『
村
の
司
祭
』（
一
八
四
一
）
で
は
、
青
年
タ
シ
ュ
ロ
ン
が
愛
す
る
女
性
の
た
め
農
夫
を

殺
め
て
、
最
後
は
死
刑
に
処
せ
ら
れ
る
。『
娼
婦
盛
衰
記
』
で
は
、
コ
ン
シ
エ
ル
ジ
ュ
リ
監
獄
を
舞

台
に
し
て
重
要
な
物
語
が
展
開
す
る
し
、
ヴ
ォ
ー
ト
ラ
ン
は
社
会
の
裏
面
を
熟
知
し
、
彼
の
存
在
自

体
が
社
会
の
闇
を
象
徴
し
て
い
る
。
同
じ
く
監
獄
の
挿
話
が
大
き
な
位
置
を
占
め
る
の
は
デ
ュ
マ
の

『
モ
ン
テ
＝
ク
リ
ス
ト
伯
』（
一
八
四
四
〜
四
五
）
で
、
知
人
た
ち
の
謀
略
に
よ
っ
て
冤
罪
の
犠
牲
者

と
な
っ
た
ダ
ン
テ
ス
が
、
マ
ル
セ
イ
ユ
の
沖
に
浮
か
ぶ
島
の
牢
獄
に
幽
閉
さ
れ
て
し
ま
う
。
超
人
的

な
ヒ
ー
ロ
ー
で
あ
る
ダ
ン
テ
ス
は
、
そ
の
幽
閉
生
活
を
経
て
精
神
的
に
成
長
し
、
や
が
て
脱
出
し
て
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復
讐
を
果
た
す
。
ダ
ン
テ
ス
や
、
シ
ュ
ー
の
『
パ
リ
の
秘
密
』
の
主
人
公
ロ
ド
ル
フ
は
、
悪
の
世
界

と
接
触
し
な
が
ら
最
終
的
に
は
善
を
実
現
す
る
「
正
義
の
士
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
衆
文
学
の
ひ
と

つ
の
人
物
類
型
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

十
九
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
潮
流
が
変
わ
る
。
エ
ミ
ー
ル
・
ガ
ボ
リ
オ
が
ル
コ
ッ
ク
探
偵
を
登
場

さ
せ
た
シ
リ
ー
ズ
は
世
界
最
初
の
長
編
推
理
小
説
だ
が
、
そ
こ
で
は
犯
罪
と
、
警
察
組
織
に
よ
る
捜

査
が
物
語
の
主
筋
と
な
り
、
犯
罪
者
は
た
ん
に
法
を
破
っ
た
人
間
と
し
て
追
跡
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

エ
ド
モ
ン
・
ド
・
ゴ
ン
ク
ー
ル
作
『
娼
婦
エ
リ
ザ
』（
一
八
七
七
）
の
後
半
部
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
北

東
部
の
町
ノ
ワ
ー
ル
リ
ウ
に
あ
っ
た
女
囚
監
獄
が
舞
台
と
な
り
、
過
酷
な
幽
閉
生
活
に
よ
っ
て
精
神

が
蝕む
し
ばま

れ
て
い
く
エ
リ
ザ
の
生
涯
が
語
ら
れ
る
。

　

み
ず
か
ら
死
刑
を
目
撃
し
た
経
験
の
あ
る
ヴ
ィ
リ
エ
・
ド
・
リ
ラ
ダ
ン
は
、
一
八
八
五
年
二
月

「
フ
ィ
ガ
ロ
」
紙
に
寄
せ
た
「
死
刑
の
現
実
性
」
と
題
さ
れ
た
記
事
で
、
死
刑
の
実
施
方
法
に
疑
義

を
呈
し
た
。
こ
の
時
代
に
は
ギ
ロ
チ
ン
は
高
い
死
刑
台
の
上
に
設
置
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
監
獄
前

の
広
場
の
敷
石
に
直
接
据
え
ら
れ
て
い
た
。
ヴ
ィ
リ
エ
に
よ
れ
ば
そ
れ
は
不
適
切
な
措
置
で
、
死
刑

が
見
せ
し
め
効
果
を
持
ち
、
犯
罪
予
防
に
役
立
つ
た
め
に
は
、
法
の
装
置
で
あ
る
ギ
ロ
チ
ン
が
高
い

台
の
上
に
据
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。「
死
刑
囚
の
不
吉
な
有
名
性
と
、
彼
の
死
の
厳
粛
さ
が
そ
こ
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に
集
ま
る
群
衆
を
魅
了
し
、
同
時
に
恐
れ
さ
せ
る
の
だ
。
要
す
る
に
、
群
衆
の
想
像
力
に
宿
る
死
刑

台
の
残
像
が
群
衆
に
強
い
印
象
を
あ
た
え
、
お
そ
ら
く
群
衆
を
教
化
し
、
思
考
す
る
よ
う
促
す
の
だ
」。

　

エ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ
は
こ
の
見
解
に
同
意
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。『
三
都
市
』
叢
書
の
第
三
作
『
パ

リ
』（
一
八
九
八
）
で
は
、
実
在
し
た
無
政
府
主
義
者
ヴ
ァ
イ
ヤ
ン
を
モ
デ
ル
に
し
た
サ
ル
ヴ
ァ
と

い
う
人
物
が
登
場
す
る
。
爆
弾
を
使
用
し
た
テ
ロ
行
為
の
せ
い
で
死
刑
を
宣
告
さ
れ
、
ロ
ケ
ッ
ト
監

獄
前
の
広
場
で
刑
が
執
行
さ
れ
る
。
そ
れ
を
目
に
し
た
主
人
公
ピ
エ
ー
ル
か
ら
す
れ
ば
、
地
上
に
置

か
れ
た
ギ
ロ
チ
ン
は
「
も
っ
と
も
野
蛮
で
嫌
悪
す
べ
き
機
械
装
置
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

ユ
ゴ
ー
の
知
名
度
は
生
前
か
ら
す
で
に
国
際
的
な
も
の
だ
っ
た
。
彼
の
文
学
に
親
し
み
、
一
連
の

作
品
に
お
い
て
犯
罪
、
監
獄
、
死
刑
、
収
容
所
な
ど
の
主
題
を
大
き
く
取
り
上
げ
た
の
が
、
ロ
シ
ア

の
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
で
あ
る
。
と
り
わ
け
作
家
自
身
の
シ
ベ
リ
ア
で
の
抑
留
生
活
の
体
験
を
踏
ま

え
て
、
監
獄
の
生
活
を
語
る
『
死
の
家
の
記
録
』（
一
八
六
二
）
に
は
、『
死
刑
囚
最
後
の
日
』
の
残

響
が
こ
だ
ま
し
て
い
る
。
実
際
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
『
や
さ
し
い
女
』（
一
八
七
六
）
と
い
う
短

編
小
説
の
序
文
で
、
ユ
ゴ
ー
の
小
説
が
幻
想
的
な
手
法
を
用
い
た
傑
作
で
あ
り
、
彼
が
書
い
た
作
品

の
な
か
で
最
も
真
実
味
に
あ
ふ
れ
た
作
品
だ
と
絶
賛
し
た
。

　

戦
争
と
収
容
所
の
時
代
で
も
あ
っ
た
二
十
世
紀
の
文
学
で
は
、
監
獄
や
収
容
所
が
か
つ
て
な
く
重
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要
な
ト
ポ
ス
と
し
て
浮
上
し
て
く
る
。
ナ
チ
ス
の
強
制
収
容
所
か
ら
の
帰
還
者
で
あ
る
ヴ
ィ
ク
ト
ー

ル
・
フ
ラ
ン
ク
ル
の
『
夜
と
霧
』（
一
九
四
七
）、
エ
リ
・
ヴ
ィ
ー
ゼ
ル
が
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
悪

夢
を
語
っ
た
『
夜
』（
一
九
五
五
）、
旧
ソ
連
の
収
容
所
生
活
を
体
験
し
た
ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ー
ツ
ィ
ン
の

『
イ
ワ
ン
・
デ
ニ
ー
ソ
ヴ
ィ
チ
の
一
日
』（
一
九
六
二
）
が
そ
の
代
表
だ
ろ
う
。
監
獄
を
舞
台
に
し
た

代
表
的
な
フ
ラ
ン
ス
文
学
と
言
え
ば
、
ジ
ャ
ン
・
ジ
ュ
ネ
の
一
連
の
作
品
が
ま
ず
脳
裏
に
浮
か
ぶ
と

こ
ろ
だ
。『
薔
薇
の
奇
跡
』（
一
九
四
六
）
や
『
泥
棒
日
記
』（
一
九
四
九
）
は
、
犯
罪
者
自
身
の
立
場

か
ら
監
獄
内
の
悪
、
性
、
暴
力
、
裏
切
り
、
幻
想
な
ど
を
語
り
、
崇
高
な
聖
性
の
域
に
ま
で
昇
華
さ

せ
た
稀
有
の
文
学
で
あ
る
。

　

カ
ミ
ュ
の
『
異
邦
人
』（
一
九
四
二
）
も
逸
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
母
親
の
葬
儀
で
涙
を
見
せ
ず
、

ア
ラ
ブ
人
を
射
殺
し
た
ム
ル
ソ
ー
は
悔
悛
の
情
を
示
さ
ず
、
裁
判
で
死
刑
を
宣
告
さ
れ
る
。
作
品
の

後
半
は
、
ム
ル
ソ
ー
が
監
獄
の
な
か
で
み
ず
か
ら
の
実
存
と
対
峙
し
、
世
界
の
不
条
理
を
認
識
す
る

さ
ま
を
語
る
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。
同
じ
く
カ
ミ
ュ
は
、
そ
の
後
『
ギ
ロ
チ
ン
に
関
す
る
考
察
』
と
題
さ

れ
た
著
作
を
一
九
五
七
年
に
発
表
す
る
。
ベ
ッ
カ
リ
ー
ア
や
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ド
・
メ
ス
ト
ル
を
参
照
し

な
が
ら
カ
ミ
ュ
は
、
死
刑
に
は
見
せ
し
め
効
果
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
犯
罪
を
抑
止
す
る
機
能
は
果

た
し
て
い
な
い
か
ら
、
そ
れ
は
無
駄
で
有
害
な
制
度
で
あ
る
と
断
罪
し
た
。
そ
の
議
論
の
大
筋
も
、
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ベ
ッ
カ
リ
ー
ア
と
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ド
・
メ
ス
ト
ル
を
引
き
合
い
に
出
す
点
も
、『
死
刑
囚
最
後
の
日
』

に
付
さ
れ
た
「
一
八
三
二
年
の
序
文
」
と
同
じ
で
あ
る
。

　

日
本
に
も
、
監
獄
で
の
幽
閉
体
験
を
語
っ
た
、
あ
る
い
は
監
獄
内
で
書
か
れ
た
文
学
作
品
は
と
り

わ
け
明
治
期
以
降
少
な
く
な
い
。
政
治
犯
や
思
想
犯
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
存
在
し
、
実
際
に
拘
禁

さ
れ
た
戦
前
に
は
、
獄
舎
で
執
筆
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
者
た
ち
も
い
た
。
監
禁
の
空
間
が
、

と
き
に
は
夢
想
と
思
索
を
う
な
が
す
創
造
の
空
間
へ
と
変
貌
す
る
。
ラ
ス
ネ
ー
ル
の
『
回
想
録
』
や

ジ
ュ
ネ
の
小
説
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
監
獄
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
状
態
が
生
み

だ
し
た
稀
有
な
文
学
が
あ
っ
た
。
日
本
に
お
い
て
は
、
思
想
上
の
理
由
で
何
度
も
逮
捕
さ
れ
た
無
政

府
主
義
者
・
大
杉
栄
が
『
獄
中
記
』（
一
九
一
九
）
を
著
わ
し
、
殺
人
犯
と
し
て
死
刑
を
宣
告
さ
れ

た
永
山
則
夫
は
、
獄
中
で
『
無
知
の
涙
』（
一
九
七
一
）、『
木
橋
』（
一
九
八
四
）
の
よ
う
な
忘
れ
が

た
い
作
品
を
書
い
た
。
ま
た
他
方
で
近
代
日
本
文
学
は
、
獄
中
者
が
孤
絶
と
不
安
の
な
か
で
み
ず
か

ら
の
過
去
を
回
顧
し
、
現
在
を
凝
視
し
、
未
来
を
考
察
す
る
姿
を
し
ば
し
ば
表
象
す
る
。
獄
舎
は
、

犯
罪
者
を
思
索
の
主
体
に
、
想
像
力
の
担
い
手
に
変
貌
さ
せ
る
の
で
あ
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
副

田
賢
二
『〈
獄
中
〉
の
文
学
史

―
夢
想
す
る
近
代
日
本
文
学
』、
二
〇
一
六
年
、
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
）。

　

死
刑
制
度
を
維
持
す
る
国
は
世
界
的
に
減
少
し
て
い
る
し
、
そ
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
日
本
で
は
意
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見
が
割
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
司
法
や
刑
罰
の
領
域
に
留
ま
る
問
題
で
は
な
く
、
社
会
全
体
に
突
き
つ

け
ら
れ
た
課
題
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
哲
学
者
の
萱
野
稔
人
が
『
死
刑　

そ
の
哲
学
的
考
察
』

（
二
〇
一
七
）
で
論
じ
た
。
そ
こ
で
は
、
訳
者
も
「
解
説
」
で
触
れ
た
カ
ン
ト
や
ベ
ッ
カ
リ
ー
ア
の

議
論
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
死
刑
の
是
非
は
と
も
か
く
と
し
て
、
死
刑
制
度
を
維
持
し
て
い
る
日
本

で
今
ユ
ゴ
ー
の
作
品
を
読
む
こ
と
の
意
義
は
け
っ
し
て
小
さ
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　

　

最
後
に
翻
訳
に
つ
い
て
一
言
述
べ
て
お
く
。
底
本
に
し
た
の
は
、V

ictor H
ugo ‚ Le D

ernier jour 
d ’un condam

né ‚ Œ
uvres com

plètes de V
ictor H

ugo ‚ Le C
lub Français du Livre ‚ t.III ‚ 1967. 

で
あ

る
。
こ
れ
以
外
に
も
ラ
フ
ォ
ン
版
、
フ
ォ
リ
オ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
版
、
リ
ー
ヴ
ル
・
ド
・
ポ
ッ
シ
ュ
版

な
ど
を
適
宜
参
照
し
、
本
文
理
解
の
う
え
で
そ
の
注
に
は
お
お
い
に
助
け
ら
れ
た
。
な
お
わ
が
国
で

は
、『
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー
文
学
館
』（
全
十
巻
、
潮
出
版
社
）
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
ユ
ゴ
ー
の

主
要
作
品
は
す
べ
て
読
め
る
。
本
作
に
よ
っ
て
ユ
ゴ
ー
に
興
味
を
抱
い
た
読
者
が
い
れ
ば
、
ぜ
ひ
こ

の
シ
リ
ー
ズ
も
手
に
と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

本
作
に
は
豊
島
与
志
雄
訳
（
岩
波
文
庫
）、
小
潟
昭
夫
訳
（
潮
出
版
社
）
の
二
種
の
邦
訳
が
す
で
に

存
在
す
る
。
今
回
の
翻
訳
に
あ
た
っ
て
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
解
釈
を
異
に
し
た
箇
所
は
少
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な
く
な
い
。
ま
た
岩
波
文
庫
版
は
「
作
品
と
し
て
は
つ
ま
ら
な
い
」
と
い
う
理
由
で
「
あ
る
悲
劇
を

め
ぐ
る
喜
劇
」
を
割
愛
し
、
潮
出
版
社
版
も
そ
れ
に
倣
っ
て
い
る
が
、
訳
者
（
小
倉
）
は
重
要
で
意

義
の
あ
る
テ
キ
ス
ト
だ
と
考
え
て
訳
出
し
た
。
お
そ
ら
く
、
は
じ
め
て
邦
訳
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
こ
の
テ
キ
ス
ト
も
含
め
て
『
死
刑
囚
最
後
の
日
』
が
書
籍
化
さ
れ
て
い
る
の
で
、
作

品
の
精
神
と
射
程
を
尊
重
し
、
そ
れ
を
日
本
の
読
者
に
正
し
く
伝
え
る
た
め
に
は
、
す
べ
て
訳
出
す

る
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
考
え
た
。
ま
た
犯
罪
者
、
監
獄
、
司
法
制
度
と
い
っ
た
主
題
の
性
質
上
、
い

わ
ゆ
る
差
別
用
語
の
問
題
を
含
め
て
用
語
の
選
択
に
は
配
慮
し
た
つ
も
り
だ
が
、
遺
漏
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。
ご
寛か
ん

恕じ
ょ

を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

　

光
文
社
翻
訳
編
集
部
の
中
町
俊
伸
氏
か
ら
「『
死
刑
囚
最
後
の
日
』
を
訳
し
て
み
ま
せ
ん
か
」
と

お
声
掛
け
い
た
だ
い
た
と
き
は
、
少
し
驚
い
た
が
、
引
き
受
け
る
こ
と
に
迷
い
は
な
か
っ
た
。
か
な

り
以
前
に
な
る
が
、
訳
者
は
か
つ
て
『
19
世
紀
フ
ラ
ン
ス　

光
と
闇
の
空
間
』（
人
文
書
院
、
一
九
九

六
）
と
い
う
本
を
上
梓
し
、
そ
の
第
四
章
「
刑
罰
の
政
治
学
」
で
ユ
ゴ
ー
と
『
死
刑
囚
最
後
の
日
』

を
論
じ
た
こ
と
が
あ
り
、
未
知
の
作
品
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
犯
罪
や
監
獄
の
文
学
的
表
象

に
は
当
時
か
ら
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
。
若
い
頃
書
い
た
本
の
テ
ー
マ
が
、
そ
の
後
別
の
か
た
ち

で
現
在
の
仕
事
に
繫
が
る
と
い
う
経
験
は
嬉
し
い
。
そ
の
き
っ
か
け
を
作
っ
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
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は
訳
文
に
細
か
く
目
を
通
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
中
町
さ
ん
に
は
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ

の
場
を
借
り
て
深
い
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
　

　
　

二
〇
一
八
年
一
〇
月 

小
倉
孝
誠　
　

manonaomi
タイプライターテキスト
光文社古典新訳文庫『死刑囚最後の日』

manonaomi
タイプライターテキスト

manonaomi
タイプライターテキスト

manonaomi
タイプライターテキスト




